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	2026年度
	大学教職員スキルアップ研修
	大学教職員の方を対象に、実務英語と異文化理解を学ぶ研修を開催いたします。 1講座から受講可能ですのでお気軽にご参加ください。
	　　　 Communication Skills in University: キャンパスで役立つ！大学職員のための実践英語講座（初級）
	７月25日(土)
	講師：オーウェン・マーク・コズロウスキ 氏
	　　　中国の今を知る！大学・教育・社会から学ぶ文化理解講座

	8月1日(土)
	講師：毛　興華 氏
	　　　伝える力をアップ！Email&ウェブ会議の英語表現講座（初級）

	8月22日(土)
	講師：オーウェン・マーク・コズロウスキ 氏
	　   　会議やプレゼンで使える！実践ディスカッション講座（初級～中級）

	8月29日(土)
	講師：グレン・グレガス  氏
	　　   イタリアやスペインを中心とした文化理解講座

	9月5日(土)
	講師：ベニアミーノ・ペルッツィ・カステッラーニ氏
	　 　   東南アジア諸国を中心としたイスラム文化理解講座

	9月12日(土)
	講師：ハンガルダ・プリヤヒタ氏
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